
学びに向かう力を伸ばす 

        

校長 嶋田 弘之 

新緑が目に眩しく感じられる季節となりました。どこか

らかウグイスの美しい鳴き声が響くことがあります。始業

から約三週間、旭町会・新善町会、交通指導員さん、保護

者の方々の見守りのおかげで、安全な登校が実現できております。この場をお借

りして厚くお礼申し上げます。 

一年生の下校に付き添っていますと、別れ際に「さよなら」のあとに手を振り

ながら「また、あした。」と言葉をかけられます。子供のうしろ姿を見ながら、次

の日の活力が湧いてくることを感じます。 

以前、勤務していた学校に交通量の多い交差点で子供たちの毎日の下校を自主

的に見守り続けてくださったご高齢の方がいました。「子供から『また、あし

た。』と言葉をかけられると、次の日も立ってしまうんです。』とおっしゃられて

いたことを思い出します。言葉の力は不思議なものです。 

スタンフォード大学のキャロル・ドウェック教授を中心としたチームが次のよ

うな実験を行いました。 

まず、400 人の小学生に比較的易しいパズルを解かせます。結果、ほとんどの

子がよい成績をおさめます。成績を伝える際、先ほどの小学生を A と B の二つの

グループに分けます。A グループの子には、「あなたは頭がいいね。」など、その

子のもつ『才能や能力』を評価する言葉をかけます。一方、B グループには「よ

く考えたね。」「最後まで、粘り強く取り組んだね。」と『努力する姿や態度』を評

価する言葉をかけます。 

その後、子供たちに改めて二つのパズルを与えます。一つは最初のパズルと同

レベルのもの、もう一つは最初のパズルより難しいものです。 

『才能や能力』を評価された A グループの子のほとんどが、最初のパズルと同

じレベルのものを選びました。一方、『努力する姿や態度』を評価された B グルー

プの９割の子が、難しいパズルを選択したそうです。 

また、機会を改めて二つのグループに難しいパズルを解いてもらいました。す

ると、A チームより B チームの方が、平均点が高くなることが確認されたそうで

す。 

言葉一つによって明日への活力をもらっている大人として、子供たちの『学び

に向かう力』を伸ばす言葉を返したいと思います。 
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 信（しん）頼 と 伝（でん）統   『 生き生き元気、伸び育つ新田っ子 』  

 学校教育目標（目指す児童像） よく学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子 

新田中学校区の目指す子ども像  

自ら学び（探究心）心豊かに（共生心）たくましく生きる（自律心）新田中１５歳の姿  

家庭・地域：早寝・早起き・朝ごはんの習慣づけ 気持ちのよいあいさつ  
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